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会員増強（2009国際協議会） 

李 東建 RI会長 

本日は、2009-10ロータリー年度のジョン・ケニー会長エレクトの会員目標についてお話

しする機会を与えていただき、誠に光栄に存じます。 

ロータリーにとって新会員がいかに大切であるか、ここにいる皆さんなら既にご存知の

ことと思います。新会員は、私たちの未来であり、ロータリー家族の次世代を担う人々で

す。ロータリーの家族がこれからも繁栄していくためには、適格な会員男女をクラブに迎

え入れる努力を絶えず注いでいかなければなりません。また、新しく入会した会員に特に

気を配り、彼らがクラブに馴染み、長きにわたって楽しく、充実した時間をクラブで過ご

せるよう配慮することを忘れてはなりません。 

 

世界の人口が急増していることは周知の事実であり、世界における奉仕への需要も高ま

っています。しかし、ロータリーの会員数は、こうした需要のペースに追いついていませ

ん。事実、過去5年間の純会員数には際立った増加が見られないにもかかわらず、世界人口

は、わずか1年間で8千万人以上増えているのです。 

まさにこうした理由から、ケニー会長エレクトは、次の会員目標を推進するよう、皆さ

んに呼びかけておられます。 

• クラブにつき少なくとも1人の会員純増 

• 80パーセントの会員維持率 

• 地区につき少なくとも1つの新クラブ 

 

こうした目標の達成は、ロータリーの今後の奉仕にとって極めて重要です。クラブに大

勢の新会員を迎え入れ、地区に多くの新クラブを創設していかなければ、現在の奉仕レベ

ルさえも維持できなくなってしまいます。さらに、現在いる会員、特に、最も新しく、若

い会員たちにクラブに留まってもらえるよう努めてゆかねばなりません。 

 

現在の世界人口の60パーセントは35歳未満です。しかし、ロータリアンの平均年齢はそ

れよりずっと高いのです。年齢を重ねるごとに知恵と知識が身につくのは確かですが、若

い会員がいなければ、その知恵と知識を後世に伝えていくことはできません。 

若かりし頃、私はアイデアとエネルギーに満ち溢れ、世界を変えられるような気構えで

おりました。もちろん自分一人でできるとは思っておりませんでしたが、幸い、ロータリ

アンであった父を模範とすることができました。ロータリーがどのような組織で、何をす

るのかを知っていましたし、自分とほかの人の力を合わせれば、一人では絶対不可能なほ

どの大きな違いをもたらすことができると心得ておりました。 

ロータリーに入会したのも、このためです。以来、私の人生は大きく変わり、あらゆる

ことがもっと豊かで、素晴らしいものとなりました。さらに多くのことをこの目で見、多

くを成し遂げることができました。ボランティアの世界的ネットワークの一員として、人々

と協力して世界を変えることができるのも、ロータリーのおかげです。 



 2

しかし、若い社会人の大半は、私が享受した恩恵を授けられていません。こうした人々

は、日々の生活の中でロータリーを目にすることもありませんし、ロータリーが提供する

機会を知らずにいます。才能と可能性を秘めているのに、それを発揮する機会がないので

す。能力が無駄にされているか、せいぜい、どこかほかのところで使われてしまっていま

す。ロータリーの奉仕の喜びも、素晴らしさも、まったく知らないのです。これは嘆かわ

しい状況と言わざるを得ません。若い人々はロータリーのことをもっと知る必要があるの

ですから、ロータリーにいる私たちがクラブに若い人たちを迎え入れてあげることが大切

です。 

若い人々は、次世代のロータリーのリーダーとなる人々です。また、クラブに活気を与

え、新風を巻き起こすエネルギーを持っています。私たちがなぜロータリーの会員となっ

たのかを思い出させ、奉仕の新境地へと導いてくれるのが、若い会員たちです。 

私たちの住む世界は、豊かで多様性に富んでおり、地球上には、さまざまに異なる無数

の文化や地域社会が存在しています。それぞれの中に、新しいロータリアンとなる可能性

を秘めた人々がいます。自分とは異なる人々、クラブのほかの会員とは異なる人々にも入

会のチャンスを与えてこそ、人脈と才能の幅が広がり、充実したクラブとなれるのです。 

クラブに海外を経験した会員がいれば、その会員はその国のニーズを知っているので、

新たな国際プロジェクトを立ち上げることができるでしょう。また、ほかの誰にもない才

能を持つ会員がクラブに1人いれば、プロジェクトが円滑に運ぶということもあるでしょう。

さらには、異なる経歴や職業を持つ会員がもう一人増えたなら、クラブはさらに多くのこ

とを達成できるはずです。多様性は強さをもたらし、可能性を広げます。ロータリーがあ

らゆる面で繁栄していくためにも、多様性を奨励してゆかねばなりません。 

確固とした会員基盤を目指して地区内のクラブが目標を達成できるよう、ケニー会長エ

レクトが皆さんの協力を求めているのは、まさにこのためです。資格ある女性会員の割合

を増やし、専門職に従事する50歳未満の会員を増やし、国際ロータリーかロータリー財団

プログラムの学友を少なくとも1人入会させ、全クラブで会員の多様性を豊かにすること、

こうしたことを、ケニー会長エレクトは皆さんに求められていくでしょう。 

ロータリーが世界に提供できることは無数にあります。世界の人口が増え、変化の時代

を迎えている今、ロータリーも成長し、変容を遂げる必要があるのです。 

来る年度に新会員を迎え入れ、現会員を維持していくために、ケニー会長エレクトは皆

さん一人ひとりを頼りにしています。その土台づくりを今から行っていただけるよう、私

も皆さんにお願いいたします。 

 

そして何よりも、皆さんご自身が新会員を推薦することが大切です。そうしてこそ、新

会員を入会させるようクラブに指導する際の説得力が増すというものです。ロータリーで

は、模範を示せる人こそが真のリーダーであると、私たちは知っています。自分が新会員

を推薦してはじめて、それと同じことをほかの人々にもお願いすることができるのです。 

皆さんのお力添えがあれば、必ずや、ロータリーの会員を増やすことができます。そし

て、今日と未来に「夢をかたちに」することができます。「ロータリーの未来はあなたの

手の中に」あるのです。 


